
川 崎 市

「第２次川崎市情報化基本計画・情報化実施計画」
－お互いの心が通う高度情報化都市かわさきを目指して－

（概要版）

「第２次川崎市情報化基本計画・情報化実施計画」
－お互いの心が通う高度情報化都市かわさきを目指して－

（概要版）



様々な人、ものがあらゆる場面でつながるユビキタス社会の到来に向けて
ＩＴの基盤整備から、ＩＴによる情報共有・利活用へと視点を移して

⇒ 新たな情報化の段階に対応した第２次川崎市情報化基本計画を策定

計画の概要

計画策定の趣旨

「第2次川崎市情報化基本計画」
⇒平成１８年度から10年程度を見据えた計画
（情報通信技術や社会環境の変化を考慮し、5年程度を目安に方向性の確認）
⇒新総合計画「川崎再生フロンティアプラン」と連携

「川崎市情報化実施計画」
⇒「第2次川崎市情報化基本計画」を具体的に推進するため、3年程度を目安に着手を予定し
ている施策を掲げた計画

川崎再生フロンティアプラン第２期実行計画（平成２０年度～平成２２年度計画）と整合
性を図るため、平成２０年５月に情報化実施計画を改訂し、計画期間を平成２２年度までの
５ヵ年に変更
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社会環境の変化

第１次情報化
基本計画

市民がまんなか
高感度情報都市

かわさき

お互いの心が通う
高度情報化都市

かわさき

第２次情報化
基本計画

環境問題の顕在化

地方分権

産業のサービス化、グローバル化

安全・安心・信頼の重視

少子高齢化

インターネット、

携帯電話の普及

ブロードバンド化の進展

サービスのオンライン化

サービスのユビキタス化、複合化

利
活
用
期

普
及
期

ハード重視
個人重視

ソフト重視
協働と交流の重視

Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
変
化

川崎市が目指す情報化
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第2次川崎市情報化基本計画では、川崎市の持つポテンシャルが活かされる、快適で安心な「お互いの
心が通う高度情報化都市かわさき」を実現するために、4つの基本施策に基づき情報化施策の推進を図
ります。

基本目標

お互いの心が通う高度情報化都市かわさき

市民活力を高め、協働
と安心のまちづくりに

寄与する情報化

産業振興とシティセー
ルスを促す情報化

行政運営の高度化を
図る情報化

情報化を支える
仕組みづくり

基本施策①

基本施策② 基本施策③

基本施策④

計画の基本施策
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基本計画の体系

基本施策 施策の基本方向

基
本
目
標

: 

お
互
い
の
心
が
通
う
高
度
情
報
化
都
市
か
わ
さ
き

市民活力を高め、協
働と安心のまちづく
りに寄与する情報化

行政運営の高度化を
図る情報化

基盤整備と新技術活用
情報化施策、あるいはそれによ
る行政サービスの提供等がより
安定的、効率的に行えるよう、
市役所内の情報通信基盤の最適
化を目指します。

公共施設等を中心に情報環境の
整備を進めるとともに、先進技
術を適切なタイミングで活用し
ていくことで、市民がITの恩恵
を実感できる環境づくりを目指
します。

推進体制の整備
情報化を取り巻く複雑な環境変
化に総合的かつ効率的に対応で
きるよう、市役所の推進体制の
機能強化を進めます。

地域の多様な主体により適切な
役割分担による協働のもと地域
情報化を推進し、地域コストの
削減を目指します。

制度等の整備
環境変化に即した情報化施策の
適切な実施を促し、効果の最大
化を図ることができるよう、制
度面の最適化を目指します。

情報化を支える

仕組みづくり

快適な市民生活の支援
ITを活用することで、行政サービスの利用に市民が要する労力、時間、費用等を従来よりも低減し、市民
のより快適な生活の実現を目指します。

安全かつ安定したサステイナブル社会の形成
少子高齢社会、自然災害や安全の問題、環境問題等、地域が直面する課題に対して、ITを活用することで、
より効果的な対応を図り、安全かつ安心して生活できるサステイナブルコミュニティの実現を目指します。

交流と協働の推進
市民、企業、NPO等、地域を構成する主体が、ネットワークによる交流や協働が図れる仕組みづくりを支援
し、一体感のあるまちづくりを目指します。

市民参加の行政運営
市民、企業、NPO、市民活動団体等がまちづくりに積極的に参加し、インターネット等を活用した新たな自
治のあり方を提示できる市民参加の行政運営を目指します。

行政事務の効率化・高度化

透明性の高い行政運営
ITを活用した情報公開の拡充を推進するとともに、市民が行政情報に接する様々な機会を創出することで、
透明性の高い行政運営を目指します。

産業振興と人材の有効活用
集積した先端産業を中心とした企業ネットワークを形成し、連携や協働から新たな付加価値の創造、イノ
ベーションを図ることで、国際的な競争力の向上を目指します。

市民の教育・文化活動の推進
市民の文化・レクリエーション活動、あるいは教育・学習等の知識醸成に係る活動をITによって支援し、
地域の文化を育み、活力にあふれた市民生活の実現を目指します。

シティセールスの推進
都市（地域）や企業が持つ魅力やポテンシャル、技術を多様な情報発信媒体を活用してアピールすること
で、市民や企業を誘引し、様々な主体がそれぞれの立場から参加し、一体感のあるまちづくりを進めるこ
と、また国内外における都市イメージの向上を目指します。

行政事務の効率化の推進
ITを活用した事務の効率化を継続的に推進することで、その費用対効果を最大化するとともに、多
様な市民・企業ニーズに対応した行政サービスの充実と安定した行財政運営の両立を目指します。

行政事務の高度化の推進
市役所内外との情報共有を通じて知的生産性を高め、より質の高い行政サービスの提供を目指しま
す。

産業振興とシティセ
ールスを促す情報化

推進上の
留意事項

セキュリティの確保 個人情報や知的財産権への配慮

市民・企業との協働の重視 情報格差の是正 全体最適化の重視

市民満足度の重視



情報システム全体最
適化への取組

情報セキュリティ対
策の実施

電子行政サービスを
支える情報環境の整
備

消防・救急無線や防
災行政無線のデジタ
ル化

情報システム全体最
適化への取組

情報セキュリティ対
策の実施

電子行政サービスを
支える情報環境の整
備

消防・救急無線や防
災行政無線のデジタ
ル化

インターネットを活用
したコンテンツ産業の
振興

民間事業者と連携した
インターネットによる
動画情報等の発信

地上デジタル放送の活
用

インターネットを通じ
た文化芸術資源の情報
発信

産業観光など、観光情
報の発信

インターネットを活用
したコンテンツ産業の
振興

民間事業者と連携した
インターネットによる
動画情報等の発信

地上デジタル放送の活
用

インターネットを通じ
た文化芸術資源の情報
発信

産業観光など、観光情
報の発信

電子申請システムの拡
充

図書館総合システムの
整備

学校のIT環境の充実

総合的な防災システム
の整備

消防指令システムの拡
充

地域ポータルサイトの
拡充

電子申請システムの拡
充

図書館総合システムの
整備

学校のIT環境の充実

総合的な防災システム
の整備

消防指令システムの拡
充

地域ポータルサイトの
拡充

基本方向

快適な市民生活の支援
電子行政サービスを進め、快適な生

活の実現を目指します。

教育・文化活動の推進
学校のIT環境の整備や、市民の生涯

学習の活動をITによって支援します。

安全で安定した持続的社会の形成
自然災害や安全、環境などにおける

地域での課題に対し、ITを活用して効
果的な対応を図ります。

交流と協働の推進
市民、企業、NPOなどがITネットワ

ークを通じて交流や協働が図れる仕組
みづくりを行います。

基本施策

市
民
活
力
を
高
め
、
協
働
と
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
に
寄
与
す
る
情
報
化

産業振興と人材の有効活用
川崎市の優れた産業技術をホームペ

ージ等を活用して内外に発信し、国際
競争力の向上を図るとともに、企業の
誘致を進めます。

川崎市の地域の特性を活かしながら
生活文化産業の振興・育成等をITを活
用して行います。

シティセールスの推進
川崎市の有する文化芸術資源や観光

資源をホームページ等を活用して、内
外に発信し、川崎市の魅力をアピール
します。

環境技術や産業技術など、川崎市の
ポテンシャルを発信し、都市イメージ
の向上を図ります。

総合コンタクトセン
ターの業務拡大

川崎市ホームページ
の充実

人事給与制度改革に
合わせた情報システ
ムの整備

公有財産管理システ
ムの再構築

川崎病院と井田病院
における新総合医療
情報システムの整備

総合コンタクトセン
ターの業務拡大

川崎市ホームページ
の充実

人事給与制度改革に
合わせた情報システ
ムの整備

公有財産管理システ
ムの再構築

川崎病院と井田病院
における新総合医療
情報システムの整備

推進体制の整備
市役所内における情報化を推進す

るための体制の強化を進めるととも
に、地域の多様な主体と連携し、地
域の情報化を進めます。

制度等の整備
情報化施策の適切な実施を促すた

めに必要な制度等の整備・拡充を進
めます。

基盤整備と新技術活用
ITを活用して行政サービスを効果

的に提供するために必要な基盤整備
を進めるとともに、先進技術の活用
について検討を進めます。

情
報
化
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り

産
業
振
興
と
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
促
す
情
報
化

基本施策 基本方向

市民参加の行政運営
市民、企業や市民活動団体などが

インターネット等を活用して積極的
に市政に参加できる仕組みを整備し
ます。

透明性の高い行政運営
ITを活用した情報公開や情報提供

の拡充を図ります。

行政事務の効率化・高度化
市役所全体の情報システムの最適

化の視点から、ITを活用した行政事
務の効率化を進めるとともに、市役
所内の情報共有や新技術の活用を進
めることにより、行政事務の高度化
を図ります。

行
政
運
営
の
高
度
化
を
図
る
情
報
化

情報化実施計画が目指す４つの基本施策とそれを実現する具体的な情報化施策

主な情報化施策 主な情報化施策
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家庭

e-区役所

地域ポータル

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ

地域ポータル

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ

参加と協働の
仕組みづくり

電子申請・調達
情報発信

新技術の活用

電子申請・調達
情報発信

新技術の活用

利便性の高い
行政サービス

総合コンタクト
センター

総合コンタクト
センター

迅速で的確な
窓口ｻｰﾋﾞｽの提供

システム
連携

情報連携
情報共有

ｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝ

情報化施策の推進によって目指す高度情報化都市のイメージ

電子政府
他の電子自治体

電子政府
他の電子自治体

LGWAN

電子文書の交換

e-区役所を支える
市役所内の

情報システム

e-区役所を支える
市役所内の

情報システム

＜情報化を支える仕組み＞
・情報統括監理者（CIO）のガバナンスの

下、全庁一体的な情報化推進
・全体最適化計画に基づく情報通信ネット

ワークの整理統合、システムのオープン
化、集中管理化等によるコスト削減

・厳格なセキュリティ対策や個人情報保護
対策

・アクセシビリティや情報格差への配慮

地域産業 市民生活

電子市役所

心が通った電子行政サービスを目指します

安全・安心でしっかりした、e-区役所
を支える市役所内の基盤を作ります

協働協働
企業間の
情報共有

企業

住みたい
住み続けたい

立地したい
立地していたい

インターネット

川崎の魅力
をアピール

川崎の技術力
をアピール

市民間の
地域活動、
交流・協働

安心・安全で安定した社会
活力にあふれ快適な市民生活の実現

教育・文化芸術活動の推進

川崎を支える産業の振興
新たな産業の創成

人材の育成

ITを活用
して支援

ITを活用
して支援

民間活力
の活用

地域人材
の活用

全国・全世界に向けて発信

公的な組織認証
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